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傾斜区分図と第三紀層の分布でみた

吉備高原の地形発達史
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1. はじめに

近年,情報技術の発達にともない電子化された地

図情報を手軽に扱えるようになった.国土地理院から
発行されている数値地図 50m メッシュ (標高)のデ

ータ (国土地理院,1997)をコンピュータで処理して

傾斜区分図を作成し,それに第三紀層の分布を重ね合

わせて検討することにより,吉備高原地域の地形発達

史の解析をこころみた.
本稿で取り上げる傾斜区分図は,地図の標高デー

タを1次微分して求めた傾斜量を使って作成したも
のである.傾斜区分図は通常の地形等高線図よりも,

急傾斜の地形と緩傾斜の地形を明瞭に見分けるのに

適している.

吉備高原地域の地形学的な研究は,様々な高度に

分布する小起伏地形を道後山面,吉備高原面,瀬戸内
面などのいくつかの平坦面に分け,地層のとの関係に

より地形の形成年代の推定がなされてきた (貝塚,

1977;小畑,1991など).
しかし,最近になって,これまで第四紀層だと思

われていた山砂利層が古第三紀層であることが判明

するなどし,地層の年代の見直しに伴う地形発達史の

再検討が必要とされるようになってきた.
そこでまず,吉備高原に分布する平坦面や傾斜地

を可視化するための一手法として,前述のコンピュー

タ処理による傾斜区分図の作成を試みた.その結果,

新しい浸食により急傾斜となった地形と,古い小起伏

からなる地形をよく区別することができた.さらに,

作成した図に第三紀層の分布を重ね合わせることに

より吉備高原地域中の緩い谷地形と第三紀層との間
に興味深い関係を兄いだすことができた.

ⅠⅠ. 傾斜区分図の作成

国土地理院発行の数値地図50mメッシュ (標高)

のデータ (国土地理院,1997)を用いて傾斜区分図を
作成した.その作成方法について以下に簡単に説明す

る.なお図を作成するにあたって,野上 (1985),野
上ほか (1986)などを参考にした.

まず,メッシュの各点における地面の傾斜量を求

める.傾斜量は標高データを1次微分することによっ

て求めることができるが,コンピュータを用いたメッ

シュデータの計算方法については,特に画像処理など

の分野で研究が盛んに行われてきており何種類かの

計算方法が考案されている.今回,傾斜量を求めるに
あたっては以下のような方法を用いた.

メッシュ上のある点の東西南北各方向に隣接する

4つの点の標高値を使い,東西に隣接する2点から東
西方向の傾斜量,南北に隣接する2点から南北方向の
傾斜量を求め,直行する2方向の傾斜量を合成して,
ある点の傾斜量とした.

数式で表すと,メッシュ上のある点(x,y)におけ
るの標高をu(x,y),東西,南北方向のメッシュ間隔

をそれぞ年,d,, d,とするとき,
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図 1 .I吉備F.}7原地域の#L斜区/I)Lg)および荊三紀屑分布図
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東西方向の傾斜量Jは,

u(x+1,y)-u(x-1,y)

2d,

南北の傾斜量刑は,

m u(x,y+1)-u(x,y-I)
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2d,

傾斜角βは,

tano=抑

となる.

ここで注意が必要なのは,国土地理院発行の数値

地図は経緯度を基準にしてメッシュを作成している

ため,メッシュ間隔が東西方向と南北方向で異なるこ
とである.また緯度によって東西方向のメッシュ間隔

が変化するため,使用する地図の範囲によって個別に

dx妄畠 宗謡 漂 至芸浩 トによって行う.メッ
シュデータを表計算ソフトに読み込み,上述の式に基

づいて範囲内の全座標において傾斜量を計算した.

次に,表計算ソフトの等高線図作成機能を用いて
求まった傾斜角から10度ごとに区分して塗り分けた

傾斜区分図を作成した (図 1).傾斜区分図は色が濃
いほど傾斜の急な領域を表しており,白色の領域は傾

斜角 10度以下の平坦な地形を表している.

ⅠⅠⅠ.第三紀層と地形の関係

作成した傾斜区分図に地質調査所発行の 20万分

の 1地質図幅 ｢高梁｣(寺岡ほか∴1996)から抽出し

た第三紀層の分布を重ね合わせて,地形と地質の関係

を検討する.地質分布は,藤原ほか (2001),鈴木ほ
か (2003)などの調査結果に基づき一部修正を加えて
いる.

A.中新世の地層と地形の関係

吉備高原地域に分布する中新世の地層 (図 1,黄

色の領域)は,中新世中期の陸成および海成堆積物か

らなり,勝田層群 (河合,1957),備北層群 (今村ほ

か,1953;今村,1966;糸魚川 ･西川,1976など)

に相当する.層相はおおざっぱに,下位より非海成の
磯岩砂岩層,浅海榛の貝化石を多産する砂岩および泥

岩層,深海榛の貝化石を産する泥岩および砂泥互層か

らなり,相対的海水準の上昇にともなって堆積してい
った地層であると考えられている(藤原ほか,2001).

津山 北房,新見,哲西,庄原地域の中新世の地層は,

緩傾斜の谷地形および盆地に沿って分布し,地形との

関連性が強い.また一部,西城 ･東城,川上 ･芳井地
域など吉備高原面に相当する山地の尾根ったいに分
布するものもある.

B.古第三紀層と地形の関係

吉備高原地域の古第三紀層 (図 1,オレンジ色の

領域)は,始新世から漸新世までに断続的に堆積した

河川成堆積物からなり,吉備層群 (鈴木ほか,2003)
いわゆる山砂利層に相当する.層相は中大磯主体の襖

岩層で,その分布は南北に細長く追跡でき当時の河川
流路を示していると考えられている.

御津,成羽地域に分布する古第三紀層は,中新世

の地層の分布とは異なり現地形との関連性は兄いだ
せない.

ⅠV.まとめ

数値地図を利用して作成した傾斜区分図は地形の

緩急を明瞭に示し,地形判読をする上で有用である.

これに地質分布を重ね合わせて検討することによっ
て地形発達史を伺い知ることができる.

吉備高原地域の傾斜区分図と中新世の地層および

古第三紀層の分布をからいえることは,

1. 吉備高原地域の中新世の地層の分布は緩傾斜の
谷地形および盆地地形と強い関連性を示す.

2. 吉備高原地域の古第三紀層の分布は現地形との
明瞭な関連性を示さない.

3. 1,2より吉備高原の地域の現地形は,中新世の
地層堆積時の谷および盆地地形を強く反映して

いるが,古第三紀層堆積時の地形は反映していな

い.すなわち,本地域のある領域の地形形成年代

は少なくとも中新世の地層堆積以前まで遡るこ
とができるといえる.
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